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Ｑ
１
：
症
状
は
患
者
の
主
観
に
よ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
精
神
障
害
と
診
断
す
る
の
か
？

精

神
障
害
の
客
観
的
な
診
断
は
可
能
な
の
か
？

Ａ
１
：
多
く
の
場
合
に
、
診
断
の
決
め
手
は
患
者
・
家
族
あ
る
い
は
職
場
関
係
者
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。
精
神
症

状
を
直
接
的
に
検
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
患
者
の
言
葉
、
表
情
、
態
度
、
行
動
な
ど
で
表

現
さ
れ
る
た
め
、
周
囲
の
誰
か
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
聴
取
し
患
者
の
主
観
的
訴
え
と
あ
わ

せ
て
評
価
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
信
頼
性
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
観
察
者
間
に
お
け
る
精
神
科

診
断
の
一
致
度
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
や
Ｉ
Ｃ
Ｄ
な
ど
（
注
１
）
の
開
発
に
よ
っ
て
以
前
よ
り
改
善
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（

）。
し
か
し
身

Segaletal.,1994;Chm
ielew

skietal.,2015;W
illiam

setal.,1992

体
疾
患
の
診
断
方
法
と
異
な
り
、
精
神
疾
患
に
対
す
る
信
頼
性
と
妥
当
性
を
兼
ね
備
え
た
診
断
方
法
は
ま
だ

十
分
に
確
立
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

一
方
で
近
年
で
は
、
よ
り
客
観
的
で
科
学
的
な
診
断
基
準
の
確
立
を
目
指
す
試
み
も
進
ん
で
い
る
（
Insel

etal.,2015）。
従
来
型
の
臨
床
症
状
を
基
準
と
し
た
診
断
を
一
旦
は
解
体
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
か
ら
可

能
な
限
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
は
遺
伝
子
配
列
、
脳
活
動
・
形
態
、
生
理
学
検
査
、

認
知
機
能
、
生
活
歴
な
ど
多
種
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
可
能
な
限
り
多
く
の
患
者
、
患
者
家
族
、
健
常

者
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
を
駆
使
し
て
判
別
す
る
。
こ
の
判
別
結

2
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果
は
、
従
来
型
の
臨
床
症
状
に
基
づ
く
診
断
と
は
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
新
た
な
基
準
に
よ
り
診

断
さ
れ
た
患
者
群
を
、
前
方
視
的
（
注
２
）
に
予
後
や
診
断
の
再
現
性
を
含
め
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
信
頼
性
と
妥
当
性
の
高
い
診
断
基
準
が
生
ま
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

注
１
：
Ｄ
Ｓ
Ｍ
（

）
は
米
国
精
神
医
学
会
の
作
成
し
た
精
神
疾
患

D
iagnosticand

StatisticalM
anualofM

entalD
isorder

の
操
作
的
診
断
基
準
で
あ
る
（
米
国
精
神
医
学
会
，
２
０
１
４
）。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（

）

InternationalClassification
ofD

isease

は
世
界
保
健
機
関
の
作
成
し
た
身
体
を
含
め
た
全
疾
患
の
分
類
基
準
で
、
精
神
疾
患
は
そ
の
な
か
の
Ｆ
コ
ー
ド
に
あ
た
る

（
世
界
保
健
機
関
，
２
０
０
５
）。
観
察
者
間
の
診
断
一
致
度
は
カ
ッ
パ
（
kappa）
係
数
に
よ
り
評
価
さ
れ
、
そ
の
値
は
０

〜
１
の
間
を
取
り
、
高
い
方
が
一
致
度
が
高
い
と
評
価
さ
れ
る
（
注
３
）。
診
断
場
面
の
音
声
録
音
に
基
づ
い
た
２
名
の

診
断
の
カ
ッ
パ
係
数
は
平
均

・

で
あ
り
、
比
較
的
一
致
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。
一
方
で
約
７
日
離
れ
た
２
回
の

0

8

時
点
に
お
け
る
２
名
の
対
面
に
よ
る
診
断
の
カ
ッ
パ
係
数
は
平
均

・

で
あ
り
、
こ
の
値
は
や
や
低
い
と
判
断
さ
れ
た

0

47

（

）。
Chm

ielew
skietal.,2015

注
２
：
前
方
視
的
と
は
観
察
集
団
を
一
定
の
時
点
で
選
び
、
そ
の
特
徴
を
時
間
経
過
を
追
っ
て
調
査
し
て
い
く
研
究
手
法
で
あ

る
。
逆
に
あ
る
観
察
集
団
の
特
徴
を
、
過
去
に
遡
っ
て
調
査
す
る
手
法
を
後
方
視
的
と
い
う
。

注
３
：
カ
ッ
パ
係
数
は
２
名
の
観
察
者
の
評
定
の
一
致
度
や
信
頼
性
を
確
か
め
る
た
め
の
係
数
で
、
お
お
む
ね

・

〜

・

0

61

0

で
実
質
的
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

・

〜

・

で
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

80

0

81

1

0

Ｑ
２
：
精
神
障
害
に
な
っ
た
患
者
が
病
院
を
受
診
す
る
き
っ
か
け
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

Ａ
２
：
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
係
し
た
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
機
関
や
心
理
相
談
な
ど
）
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
、
成

第１章 精神障害一般
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人
男
女
８
０
０
人
以
上
を
対
象
と
し
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
受
診
理
由
で
多
い
の
は
、
周
囲
か
ら
の
勧
め
（

％
）、
日
常
生
活
上
の
支
障
（

％
）、
限

34

27

界
や
行
き
詰
ま
り
感
（

％
）、
専
門
家
の
援
助
を
希
望
（

％
）
の
順
で
あ
っ
た
。
全
体
の
３
割
以
上
の
人

16

14

が
受
診
以
前
に
抱
え
て
い
た
症
状
と
し
て
は
、
憂
う
つ
な
気
分
（

％
）、
不
安
感
（

％
）、
不
眠
（

％
）、

61

56

50

気
力
・
意
欲
低
下
（

％
）、
疲
労
感
（

％
）、
集
中
困
難
（

％
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
症
状
を
自
覚

48

39

33

し
て
か
ら
６
か
月
以
内
に
受
診
し
た
人
は
、
６
か
月
以
後
に
受
診
し
た
人
よ
り
も
、
主
観
的
改
善
感
が
大
き

く
不
安
抑
う
つ
尺
度
得
点
も
低
か
っ
た
（
平
井
他
，
2019）。
症
状
の
自
覚
か
ら
受
診
ま
で
の
期
間
が
短
い
方

が
抑
う
つ
症
状
の
経
過
も
よ
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
早
期
の
専
門
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
相
談
が
勧
め
ら
れ

る
。

Ｑ
３
：
精
神
障
害
に
罹
患
し
た
者
の
な
か
で
、
実
際
に
精
神
科
で
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は
ど
の
程

度
か
？

Ａ
３
：
２
０
１
３
〜
２
０
１
６
年
に
か
け
て
全
国
で
行
わ
れ
た
精
神
疾
患
に
関
す
る
研
究
で
は
、
質
問
紙
お
よ
び

面
接
に
よ
る
一
般
住
民
へ
の
調
査
が
行
わ
れ
、
全
体
の
う
ち

％
で
あ
る
２
，
４
５
０
人
か
ら
有
効
な
回
答

43

を
得
て
い
る
（
川
上
，
2016）。
そ
の
結
果
で
は
、
今
ま
で
に
精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
経
験
の
あ
る
人
の
な
か

4
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で
、
専
門
家
の
相
談
（
注
１
）
を
受
け
て
い
な
い
人
の
割
合
は
気
分

障
害
が

％
、
不
安
障
害
が

％
、
物
質
使
用
障
害
（
注
２
）
が

53

43

85

％
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
精
神
障
害
を
あ
わ
せ
た
場
合
、
過
去
に
専

門
家
の
相
談
を
受
け
た
割
合
は

％
と
低
い
値
を
示
し
た
。
精
神
障

25

害
に
罹
患
し
た
経
験
の
あ
る
人
で
、
今
後
も
専
門
家
へ
の
受
診
を
し

な
い
と
し
た
人
は

％
、
専
門
家
に
自
分
の
問
題
を
話
せ
な
い
と
し

26

た
人
は

％
、
受
診
し
た
こ
と
が
人
に
知
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
と
し
た
人
が

％
に
上
っ
て
い
た
。
こ
の

16

49

結
果
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
過
去
に
精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、
精
神
科
受
診
を
躊
躇
す
る
と

い
う
受
診
・
相
談
行
動
が
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
層
の
人
々
を
、

ど
の
よ
う
に
早
期
受
診
に
結
び
つ
け
る
か
が
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

注
１
：
専
門
家
の
相
談
と
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
そ
の
他
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
受
け
た
こ
と
を
さ
す
。

注
２
：
物
質
使
用
障
害
と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
大
麻
、
覚
せ
い
剤
、
そ
の
他
の
薬
物
（
こ
こ
で
は
substance：
物
質
と
邦
訳
さ

れ
る
）
の
乱
用
や
依
存
を
生
じ
る
疾
患
を
さ
す
。

第１章 精神障害一般

5

すべての精神障害をあわせて
も、専門家を受診した経験が
ある割合は25％と低い値を示
している。（川上, 2016）
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Ｑ
４
：
精
神
疾
患
の
罹
患
率
が
上
昇
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
ど
う
な
の
か
？

ま
た
そ
の
原
因
は
何
か
？

Ａ
４
：
厚
労
省
の
患
者
調
査
で
は
１
９
９
６
年
に
１
９
１
万
人
で
あ
っ
た

全
国
の
精
神
障
害
者
数
が
、
２
０
１
７
年
に
は
４
０
４
万
人
へ
と
倍

増
し
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
は
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
、
神
経
症
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
血
管
性
認
知
症
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の
デ
ー
タ
で
は
統
合
失
調
症

が
７
９
２
，
０
０
０
人
、
気
分
障
害
が
１
，
２
７
６
，
０
０
０
人
、

認
知
症
が
６
０
４
，
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
な
か
に

は
、
睡
眠
障
害
の
５
７
１
，
０
０
０
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
増
加
の
原
因
と
し
て
は
気
分
障
害
、
神
経
症
と
ス
ト
レ
ス
関

連
性
障
害
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
な
ど
の
患
者
数
上
昇
が
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。
一
方
で
統
合
失
調
症
の
患
者
数
は
、
年
次
に

よ
る
大
き
な
増
減
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
気
分
障
害
と
神
経
症
に

関
し
て
は
、
心
理
社
会
的
要
因
が
大
き
く
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

6

厚労省の患者調査では1996年に191万人であった全国の精神障
害者数が2017年には404万人へと倍増していた。
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知
症
に
つ
い
て
は
人
口
の
高
齢
化
の
影
響
が
大
き
い
。

Ｑ
５
：
世
界
中
で
国
ご
と
の
各
精
神
疾
患
の
患
者
数
や
発
病

率
に
は
差
が
あ
る
か
？

そ
れ
は
文
化
や
社
会
習
慣
な

ど
に
起
因
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
診
断
基
準
に
よ
る
も

の
な
の
か
？

Ａ
５
：
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
２
０
０
１
〜
２
０
０
３
年
に
か

け
て
行
っ
た
国
際
調
査
に
よ
る
と
、
不
安
障
害
の
年
間
有
病
率
は

米
国

・

％
、
フ
ラ
ン
ス

％
、
ド
イ
ツ

・

％
、
イ
タ
リ

18

2

12

6

2

ア

・

％
、
日
本

・

％
で
あ
っ
た
。
同
様
に
気
分
障
害
の

5

8

5

3

年
間
有
病
率
は
米
国

・

％
、
フ
ラ
ン
ス

・

％
、
ド
イ
ツ

9

6

8

5

・

％
、イ
タ
リ
ア

・

％
、日
本

・

％
で
あ
っ
た（

3
6

3
8

3
1

T
he）。

W
H
O

W
orld

M
entalH

ealth
Survey

Consortium
,2004

こ
の
よ
う
な
国
に
よ
る
違
い
は
、
民
族
的
な
性
格
傾
向
、
各
国
の

社
会
経
済
事
情
、
社
会
保
障
の
仕
組
み
な
ど
に
関
連
し
て
い
る
と

第１章 精神障害一般

7

WHO の国際調査による不安障害と気分障害の年間有病率（米国、
フランス、ドイツ、イタリア、日本の比較）
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思
わ
れ
る
。
一
方
で
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
は
、
世
界
の

か
国
に
お
け
る
調
査
の
中
央
値
は
時
点
有
病
率

46

が

・

％
で
、
生
涯
有
病
率
は

・

％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
差
は
な
か
っ
た
。
先
進
国
よ
り
途
上

0

46

0

40

国
で
頻
度
が
低
く
、
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
移
民
は
そ
の
国
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
よ
り

・

倍
多
く
罹

1

8

患
し
て
い
た
（

）。
途
上
国
で
統
合
失
調
症
が
少
な
い
こ
と
は
、
社
会
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

Sahaetal.,2005
の
質
が
先
進
国
と
大
き
く
異
な
る
（
前
者
で
は
貧
困
や
戦
争
な
ど
で
、
後
者
で
は
労
働
環
境
な
ど
）
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
た
。

Ｑ
６
：
精
神
障
害
で
は
自
分
は
病
気
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
る
の
か
？

治
っ
た
と
い
う
自
覚
は

あ
る
の
か
？

Ａ
６
：
疾
患
に
も
よ
る
が
、
統
合
失
調
症
で
は
病
識
は
乏
し
く
、
気
分
障
害
で
は
病
識
は
あ
り
、
神
経
症
性
障
害

で
は
病
気
だ
と
い
う
意
識
が
や
や
強
い
傾
向
が
あ
る
。
統
合
失
調
症
で
は
発
症
前
か
ら
急
性
期
で
は
病
識
は

な
い
こ
と
が
多
い
が
、
寛
解
期
か
ら
慢
性
期
に
は
病
感
（
病
気
だ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
感
覚
）
は
出
現
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
う
つ
病
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
自
ら
が
な
ん
ら
か
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
を
も
つ
が
、
そ
れ
が
精
神
疾
患
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
不
十
分
な
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
疾
病
教
育
な

ど
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

8
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注

：
病
識
に
つ
い
て
は
統
合
失
調
症
Ｑ

も
参
照
の
こ
と
。

11

Ｑ
７
：
精
神
疾
患
の
発
症
に
性
差
が
あ
る
か
？

Ａ
７
：
幼
児
期
に
は
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
の
発
症
率
が
、
男
児
に
お
い
て
女
児
よ
り
も
数
倍
以
上

高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
就
学
前
の
年
齢
に
お
い
て
は
、
男
性
に
よ
り
強
く
精
神
障
害
に
罹
患
す
る

脆
弱
性
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
続
い
て
青
年
期
早
期
に
お
い
て
も
、
統
合
失
調
症
は
男
性

で
女
性
よ
り
や
や
早
く
発
症
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
生
殖
年
齢
に
お
い
て
は
、
女
性
の
う
つ
病
に
罹
患
す

る
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
成
人
後
期
に
至
り
、
更
年
期
で
は
女
性
の
精
神
障
害
へ

の
罹
患
率
が
高
ま
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
主
に
未
成
年
以
下
で
は
男
性
が
、
成
人
後
期
で
は
女
性
が
精

神
障
害
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
性
差
は
遺
伝
子
や
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど
生
物
学
的
要
因
が
強
く
関
与
し
て
い
る
が
、
社
会
的
要

因
も
ま
た
性
差
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
例
と
し
て
は
失
業
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
る
中
高

年
男
性
に
お
い
て
、
自
殺
リ
ス
ク
が
特
段
に
高
ま
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
神
経
症
の
大
学
生

例
40

を
対
象
に
し
た
研
究
で
は
、
強
迫
性
（
強
迫
、
恐
怖
症
、
対
人
恐
怖
）
が
男
性
に
、
転
換
性
（
解
離
、
抑
う

つ
）
が
女
性
に
典
型
的
で
あ
っ
た
（
鈴
木
，
2000）。
国
際
的
な

か
国
の
調
査
で
は
女
性
は
不
安
障
害
（
パ

15

第１章 精神障害一般

9



20-03-244　03_第１部.mcd  Page 10 20/07/21 09:02  v5.51

ニ
ッ
ク
障
害
、
全
般
性
不
安
障
害
、
社
交
不
安
障
害
、
恐
怖
症
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な

ど
）
と
気
分
障
害
（
う
つ
病
な
ど
）
が
多
く
、
双
極
性
障
害
で
は
性
差
は
な
か
っ

た
。
男
性
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
物
質
使
用
障
害（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
）が
多
か
っ

た
。
最
近
の
研
究
で
は
古
い
年
代
の
研
究
と
比
較
し
て
、
う
つ
病
と
物
質
使
用

障
害
に
つ
い
て
の
性
差
が
縮
小
し
て
い
た
（

）。
今
後
は

Seedatetal.,2009

女
性
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
の
罹
患
率
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
：

注
意
欠
如
多
動
症

attention-deficithyperactive
disorder

Ａ
Ｓ
Ｄ
：

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

autism
spectrum

disorder
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
：

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

post-traum
atic

stress
disorder

Ｑ
８
：
精
神
障
害
の
根
本
的
な
原
因
は
何
か
？

精
神
疾
患
の
原
因
に
つ
い
て
「
内
因
」
と
い
う
概
念

が
理
解
で
き
な
い
。

Ａ
８
：
精
神
障
害
の
原
因
を
「
内
因
」、「
外
因
」、「
心
因
」
に
分
け
て
考
え
る
方
法
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
内
因

と
い
う
も
の
は
、
何
ら
か
の
遺
伝
的
素
因
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
脳
の
発
達
過
程
に
お
け
る
精
神
疾
患
へ

の
脆
弱
性
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
外
因
は
脳
機
能
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
薬
物
や
身
体
疾
患
に
、
精

10

国際的な調査では男性は ASD、ADHD、薬物依存の
頻度が高く、女性は不安障害や気分障害の頻度が高
かった。
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神
障
害
の
原
因
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
心
因
は
生
活
環
境
や
対
人
関
係
な
ど
、
心
理
社
会
的
な
因

子
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
因
子
が
単
独
で
は
な
く
複
合
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
精
神
障
害
を
発
症
さ

せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

脳
は
遺
伝
子
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
発
育
し
て
い
く
が
、
精
神
疾
患
で
は
そ
の
神
経
回
路
網
に

わ
ず
か
な
障
害
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
と
い
う
の
は
、
明
確
な
知
的
障
害
や
身
体
運
動
障
害

な
ど
の
症
状
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
統
合
失
調
症
患
者
の
死
後
に
解
剖
し
て
脳
を
切
り

出
し
、
そ
の
切
片
を
つ
く
り
顕
微
鏡
で
調
べ
た
と
し
て
も
、
疾
患
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
異
常
は
み
つ
か
っ

て
い
な
い
。
む
し
ろ
神
経
病
理
学
的
所
見
が
な
い
こ
と
が
、
統
合

失
調
症
の
特
徴
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
所
見
は
、
問
題
と

な
る
障
害
は
脳
が
発
達
し
て
か
ら
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
発
達

の
過
程
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
脳
神
経
系
の
脆
弱
性
に
対
し
て
成
長
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

ス
ト
レ
ス
が
加
味
さ
れ
て
、
最
終
的
に
精
神
疾
患
と
し
て
発
症
す

る
と
い
う
の
が
神
経
発
達
仮
説
で
、
現
在
で
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
や
統
合
失

調
症
の
基
本
的
な
考
え
と
な
っ
て
い
る
。

第１章 精神障害一般

11

精神障害の原因は「内因」、「外因」、「心因」
に分けて考えると理解しやすい。
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Ｑ
９
：
精
神
疾
患
は
治
療
を
受
け
ず
に
寛
解
・
治
癒
に
至
る
こ
と
は
あ
る
の
か
？

Ａ
９
：
統
合
失
調
症
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
（

）
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

atrisk
m
entalstate

な
っ
て
い
る
（

）。
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
と
は
主
に
児
童
青
年
期
に
お
け
る
、
軽
微
な
ま
た
は
一
過

Y
ung

etal.,1996
性
の
精
神
病
的
体
験
（
幻
覚
や
妄
想
）
や
精
神
病
の
家
族
歴
な
ど
を
有
す
る
者
を
さ
す
。
こ
の
よ
う
な
対
象

者
を
事
前
に
発
見
し
て
適
切
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
対
応
を
行
う
こ
と
で
、
事
後
の
発
症
を
予
防
し

よ
う
と
い
う
施
策
が
英
国
な
ど
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

７
１
０
人
の
対
象
者
（
平
均
年
齢

歳
）
に
面
接
調
査
を
行
い
、
標
準
化
さ
れ
た
手
法
を
用
い
て
こ
れ
ら

23

を
４
１
１
名
の
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
あ
り
群
と
２
９
９
名
の
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
な
し
群
に
分
け
た
。
そ
の
後
６
年
間
に
お
け
る

精
神
障
害
の
累
積
発
症
率
を
み
る
と
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
あ
り
群
の

％
と
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
な
し
群
の
４
％
が
精
神
病
的

20

状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
当
初
は
軽
度
の
精
神
病
的
状
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
の

％
は
６
年
間
発

80

症
を
免
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
精
神
病
的
状
態
以
外
の
何
ら
か
の
精
神
疾
患
（
双
極
性
障
害
な
ど
）
の
発
症
率
を
み
て
も
、
Ａ
Ｒ

Ｍ
Ｓ
あ
り
群
は

％
で
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
な
し
群
は

％
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
初
回
時
に
軽
微
な
症
状
が
あ
っ
て

45

43

も
、
４
割
程
度
は
そ
の
後
６
年
間
に
わ
た
り
精
神
疾
患
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
（Fusar-Polietal.,

）。
こ
れ
ら
の
人
々
が
寛
解
や
治
癒
に
ま
で
至
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
軽
微
で
一
過

2017

12
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性
の
精
神
病
的
状
態
は
児
童
青
年
期
に
お
い
て
は
ま
れ
な
症
状
で
は
な
い
と
い
え

る
。

Ｑ

：
精
神
障
害
以
外
の
病
気
で
も
、
何
か
の
心
理
的
な
影
響
に
よ
っ
て
発

10
症
す
る
病
気
は
あ
る
か
？

Ａ

：
心
身
症
は
心
理
社
会
的
要
因
と
身
体
的
要
因
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

10
ま
な
身
体
疾
患
（
高
血
圧
、
喘
息
、
蕁
麻
疹
、
胃
潰
瘍
な
ど
）
を
発
症
さ
せ
る
。

心
身
症
で
は
精
神
疾
患
に
基
づ
く
身
体
症
状
は
除
外
さ
れ
て
お
り
、
自
律
神
経

系
・
内
分
泌
系
・
免
疫
系
な
ど
を
介
し
て
、
特
定
の
器
官
に
固
定
し
た
器
質
性
病

変
や
機
能
的
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
心
身
医
学
，
1991）。
さ
ら
に
近
年
で
は

小
児
科
領
域
に
お
け
る
心
身
症
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
片
頭
痛
、
過
敏
性
腸
症
候

群
、
起
立
性
調
節
障
害
、
心
因
性
頻
尿
な
ど
の
診
断
と
治
療
に
も
心
理
的
影
響
を

考
慮
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
（
村
上
，
2018）。

第１章 精神障害一般

13

心身症は心理社会的要因と身体器官の相互作用により、さ
まざまな身体疾患（喘息、高血圧、蕁麻疹、胃潰瘍など）
を発症させる。
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Ｑ

：
発
症
の
き
っ
か
け
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
？

11

Ａ

：
発
症
の
き
っ
か
け
は
、
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
例
と
し
て
は
卒
業
や
入
学
、

11
就
職
、
転
勤
、
昇
進
、
結
婚
、
出
産
・
育
児
、
離
婚
、
近
親
者
の
死
な
ど
が
あ
る
（

）。

H
olm

es
etal.,1967

イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
人
に
と
っ
て
よ
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、
環
境
の
変
化
を
伴
う
の
で
そ
れ
に
適
応
す

る
場
面
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
。
日
常
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
は
生
活
環
境
を
大
き
く
変

化
さ
せ
る
が
、
我
々
は
常
に
新
し
い
環
境
に
再
適
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
過
程
で
心
理
的
な
ス
ト

レ
ス
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
精
神
障
害
と
し

て
顕
在
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ

：
精
神
障
害
者
と
接
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
病
気
が
連
鎖
し
て
い
く
こ
と
は
あ
り
得
る
か
？

12
親
し
い
人
が
精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
場
合
、
関
わ
る
周
囲
の
者
も
発
症
率
が
高
く
な
る
か
？

Ａ

：
二
人
組
精
神
病
（

）
ま
た
は
感
応
性
精
神
病
と
い
う
疾
患
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
は

世
紀
末

12

folieadeux

19

頃
に
は
報
告
さ
れ
て
い
た
疾
患
で
、
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
２
名
の
う
ち
の
一
方
に
既
に
精
神
病
が
あ

り
、
そ
の
妄
想
内
容
が
も
う
一
人
の
精
神
病
で
な
か
っ
た
方
の
人
物
に
も
出
現
す
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。

14
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Ｄ
Ｓ
Ｍ
-Ⅳ
で
は
共
有
精
神
病
性
障
害
と
い
う
病
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
互
い
に
近
い
関
係
に
あ
る
集
団
生
活
の
場
（
学
校
や
寮
な
ど
）
で
、
一
人
か
ら
始
ま
っ
た
症
状
（
不

随
意
運
動
や
不
安
・
過
呼
吸
な
ど
）
が
短
期
間
に
多
人
数
に
広
が
る
こ
と
が
あ
る
。
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
で
、
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年

月
に
あ
る
学
校
で
、
数
人
の
生

11

徒
が
音
声
チ
ッ
ク
（
し
ゃ
っ
く
り
や
動
物
の
鳴
声
様
の
発
声
）
の
症
状
を
示
し
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ

を
取
り
上
げ
る
頃
に
は
、
さ
ら
に
別
の
学
校
で
も
同
様
の
症
状
を
示
す
生
徒
が
出
現
し
た
。
最
終
的
に
総
数

は

名
以
上
に
な
っ
た
が
、
症
状
は
次
第
に
消
退
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
発
症
し
た
生
徒
ら
の
診
断
名
は

20

と
さ
れ
、
年
齢
は

〜

歳
で
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
っ
た
（

m
asspsychogenicillness

14

18

Bartholom
ew

,

）。

2016

Ｑ

：
一
般
的
に
、
わ
れ
わ
れ
の
人
生
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
に
疾
患
へ
関
わ
る
の
か
？

13

Ａ

：
青
年
期
の
う
つ
病
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
喫
煙
な
ど
を
含
め
た
薬
物
使
用
、
過
剰
な
ダ
イ
エ
ッ

13
ト
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
対
処
法
、
肥
満
な
ど
は
う
つ
病
の
発
症
を
有
意
に
上
昇
さ
せ
て
い
た
。
一
方
で
十
分
な

睡
眠
と
適
切
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
う
つ
病
の
発
症
を
低
下
さ
せ
て
い
た
（

）。
し
か
し
、
原

Cairnsetal.,2014

因
と
結
果
の
関
係
は
不
明
確
で
あ
り
、
十
分
な
睡
眠
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
う
つ
病
に
な
っ
た
の
か
う
つ
病

第１章 精神障害一般
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だ
か
ら
十
分
な
睡
眠
が
と
れ
な
か
っ
た
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

従
来
の
視
点
で
は
執
着
気
質
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
親
和
型
な
ど
と
い
う
性
格
傾
向
（
注
）
が
う
つ
病
の
病
前

性
格
と
関
連
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
人
格
研
究
で
は
、
幅
広
い
人
格
概
念
と
疾
患
と
の
関
係
が

調
べ
ら
れ
て
い
る
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
回
復
力
）、
無
気
力
（
ア
パ
シ
ー
）、
反

芻
（
繰
り
返
し
思
い
出
し
て
考
え
る
こ
と
）
な
ど
と
抑
う
つ
傾
向
と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
人
は
う
つ
病
に
な
り
に
く
く
、
無
気
力
や
反
芻
傾
向
の
強
い
人
は
う
つ
病
に
な
り

や
す
い
。
ま
た
自
己
制
御
の
な
か
で
も
行
動
抑
制
の
程
度
は
摂
食
障
害
傾
向
と
、
自
己
愛
傾
向
は
対
人
・
社

会
恐
怖
と
関
連
し
て
い
た
（
及
川
，
2012）。注

：
病
前
性
格
に
つ
い
て
は
気
分
障
害
Ｑ
２
・

を
参
照
の
こ
と
。

14

16

レジリエンス（精神的ストレスに対する
回復力）、無気力（アパシー）、反芻（繰り
返し思い出して考えること）は抑うつと
関連している。
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Ｑ

：
精
神
障
害
は
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
に
く
い
が
、
職
場
や
学
校
へ
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組

14
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
？

Ａ

：
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
し
て
は
労
働
者
健
康
安
全
機
構
が
、
各
都
道
府
県
で
産
業
保
健
総
合
支
援

14
セ
ン
タ
ー
、
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
、
労
災
病
院
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
。
都
道
府
県
に
は
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

他
に
は
各
地
保
健
所
、
市
町
村
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
・
Ｂ
型
事
業
所
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
患
者
や
家
族
ま
た
は
職
場
の
担
当
者
な
ど
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

講
習
会
な
ど
も
行
っ
て
く
れ
る
。
厚
生
労
働
省
は
働
く
人
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
こ
こ
ろ
の
耳
」
を

運
営
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
医
療
機
関
や
相
談
窓
口
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
校
教
育
に
関
し
て
は
、
教
師
へ
の
発

達
障
害
や
小
児
期
の
う
つ
病
の
啓
も
う
活
動
の
他
、
教
育
委

員
会
、
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
、
家
庭
児
童
相
談
室
（
市

第１章 精神障害一般

17

職場や学校におけるメンタルヘルスの相
談窓口は各地にあり、それらを積極的に
利用していくことが重要である。
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町
村
役
場
な
ど
）、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
患
者
家
族
会
や
フ

リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
、
各
大
学
の
学
生
相
談
室
な
ど
も
対
応
し
て
い
る
。

労
働
者
健
康
安
全
機
構

https://w
w
w
.johas.go.jp/

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

http://w
w
w
.jeed.or.jp/

こ
こ
ろ
の
耳

http://kokoro.m
hlw

.go.jp

Ｑ

：
患
者
本
人
へ
の
病
名
告
知
が
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
か
？

15

Ａ

：
精
神
疾
患
の
な
か
で
も
旧
来
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
「
精
神
分
裂
病
」
の
呼
称
は
、
語
句
か
ら
受
け
る
印

15
象
が
否
定
的
で
あ
り
患
者
本
人
に
告
知
し
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
に
対
す
る
疾
病

教
育
な
ど
の
場
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
り
治
療
へ
の
十
分
な
同
意
が
得
ら
れ
な
い
事
態

に
至
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
精
神
神
経
学
会
は
２
０
０
２
年
に
、
旧
来
の
呼
称
か
ら
「
統
合

失
調
症
」
に
変
更
し
、
各
種
公
的
文
書
や
診
療
報
酬
病
名
な
ど
に
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
統
合

失
調
症
は

世
紀
末
に
ク
レ
ペ
リ
ン
（

）
が
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
破
瓜

19

K
raepelin

E,1856～
1926

病
と
緊
張
病
に
妄
想
性
痴
呆
を
加
え
た
疾
患
概
念
と
し
て
、
早
発
性
痴
呆
（

）
を
提
唱

dem
entia

praecox

し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
注
）。

18



20-03-244　03_第１部.mcd  Page 19 20/07/21 09:02  v5.51

次
い
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
（

）
が

と
い
う
呼
称
を
用
い
る
よ
う
に
な

BleulerE,1857～
1939

schizophrenie

り
、
こ
の
呼
称
が
明
治
以
降
に
日
本
語
に
訳
出
さ
れ
て
精
神
分
裂
病
と
な
っ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
呼
称
変

更
に
よ
り
、
病
名
を
告
知
す
る
割
合
は

％
か
ら

％
へ
上
昇
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
西
村
，
2008）。

37

70

ま
た
患
者
自
身
へ
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
自
分
の
病
名
を
統
合
失
調
症
と
認
識
し
て
い
る
者
は

％
に
上
っ

55

て
い
る
。
病
名
を
告
知
さ
れ
て
い
る
患
者
は
、
そ
う
で
な
い
患
者
よ
り
も
若
く
罹
病
期
間
が
短
か
っ
た
が
、

一
方
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
割
合
が
高
か
っ
た
（
賀
古
他
，
2014）。
し
た
が
っ
て
、
今
後

も
病
名
告
知
を
積
極
的
に
行
い
、
疾
病
の
理
解
と
治
療
へ
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

注

：
破
瓜
と
は
思
春
期
を
さ
し
、
破
瓜
病
は
ド
イ
ツ
の
ヘ
ッ
カ
ー
が
最
初
に
報
告
し
た
精
神
疾
患
で
、
思
春
期
に
発
病
し
思

考
障
害
や
自
閉
性
な
ど
の
症
状
を
示
す
。
緊
張
病
は
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
が
最
初
に
報
告
し
た
精
神
疾
患
で
、
精
神

運
動
興
奮
や
昏
迷
を
主
症
状
と
す
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
の
功
績
は
こ
れ
ら
２
つ
の
疾
患
に
加
え
て
、
妄
想
を
主
体
と
し
て
次

第
に
精
神
的
な
荒
廃
状
態
へ
移
行
す
る
妄
想
性
痴
呆
を
あ
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
疾
患
概
念
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

第１章 精神障害一般
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Ｑ

：
精
神
医
療
に
従
事
す
る
者
は
ど
の
よ
う
に
カ
ル
テ
記
載
を
し
て
い
る
の
か
？

一
般
の
診
療

16
科
と
の
違
い
は
あ
る
か
？

Ａ

：
精
神
科
の
カ
ル
テ
記
載
は
、
他
の
診
療
科
の
も
の
と
比
べ
て
分
か
り
に
く
い
と

16
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
病
気
自
体
が
明
確
で
な
く
、
何

を
治
療
し
て
い
る
の
か
不
明
で
、
か
つ
治
療
経
過
が
長
期
に
わ
た
る
点
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
外
来
に
お
け
る
毎
回
の
診
療
内
容
を
記
載
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
数

か
月
ご
と
に
で
も
簡
単
な
サ
マ
リ
ー
（
要
約
）
を
作
成
す
る
こ
と
で
分
か
り
や
す

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
安
全
の
視
点
か
ら
も
、
入
退
院
が
必
要
で
あ
っ
た

理
由
や
外
泊
許
可
の
判
断
な
ど
を
明
確
に
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。
内
容
は
患
者
並

び
に
同
伴
者
の
陳
述
を
生
か
し
て
、
学
術
的
用
語
は
で
き
る
だ
け
使
用
せ
ず
に
記

す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
近
年
で
は
入
退
院
時
の
サ
マ
リ
ー
記
載
が
必
須
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
点
だ
け
で
も
過
去
よ
り
患
者
の
病
歴
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
に

な
っ
て
い
る
。

カ
ル
テ
は
原
則
的
に
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
（
注
）
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
が
、
精
神
科
の

場
合
は
必
ず
し
も
こ
れ
に
馴
染
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
治
療
期
間
が
長
い
た
め
、

20

ほとんどの電子カルテシステムは SOAP を使用しており、精神科
カルテもそれに準じている。
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担
当
医
の
交
代
が
他
科
に
比
べ
て
頻
回
に
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
紹
介
状
に
は
、
同

じ
診
断
名
の
一
般
的
症
例
と
比
較
し
た
場
合
に
、
そ
の
患
者
に
特
徴
的
な
所
見
な
ど
を
記
載
す
る
と
参
考
に

な
る
。
ま
た
個
人
精
神
療
法
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
担
当
医
を
変
え
る
こ
と
は
治
療
の
終
結
を
意
味
す

る
こ
と
も
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
最
近
で
は
多
職
種
連
携
の
観
点
か
ら
、
異
な
っ
た
職
種
の
専
門

家
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ル
テ
記
載
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
職
種
間
で
の
用
語
の
使
用
方
法

な
ど
、
互
い
に
患
者
理
解
に
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。（
精
神
科
臨
床
サ
ー
ビ
ス
，

2,1,2002：
特
集
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
―
診
療
・
相
談
記
録
の
書
き
方
I
よ
り
抜
粋
）

注

：
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
診
療
記
録
の
記
載
方
法
の
ひ
と
つ
で
、
患
者
の
主
訴
（

）、
診
察
所
見
（

）、

subjective
objective

評
価
（

）、
治
療
方
針
（

）
を
順
番
に
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
の
電
子

assessm
ent

plan

カ
ル
テ
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

：
精
神
医
学
に
お
い
て
、
新
し
い
症
状
や
疾
病
単
位
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
？

17

Ａ

：
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、「
ゲ
ー
ム
障
害
（

）」
の
新
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ゲ
ー
ム

17

gam
ing

disorder

障
害
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
作
成
す
る
国
際
疾
病
分
類
第

版
（

）
に
初
め
て
採
用
さ
れ
、
米
国
精
神

11

ICD
-11,2019

医
学
会
の
作
成
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｍ
-５
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
障
害
が
今
後
の
研
究
の
た
め
の
病
態
と
し

第１章 精神障害一般
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て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
障
害
の
診
断
基
準
（

）
は
、
⑴
ゲ
ー
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な

ICD
-11

い
、
⑵
ゲ
ー
ム
が
他
の
興
味
や
活
動
よ
り
優
先
さ
れ
る
、
⑶
ゲ
ー
ム
に
よ
り
悪
い
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
の
に
ゲ
ー
ム
を
続
け
る
、
⑷
ゲ
ー
ム
が
本
人
の
重
要
な
領
域
に
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
、
⑸
以
上
の
状
態

が

か
月
以
上
続
く
、
と
な
っ
て
い
る
。

12ゲ
ー
ム
の
高
性
能
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
歩
は
連
動
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
両
者
に
共
通
し
た
依

存
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
関
し
て
は
、
中
学
生
の

％
24

（
川
邊
他
，
2017）
と
大
学
生
の

％
（
北
沢
他
，
2019）
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
あ
る
使
用
者
と
推
測
さ
れ
て
い

38

る
。
い
ず
れ
の
研
究
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
問
題
を
抱
え

や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
日
本
に
お
け
る

〜

歳
を
対
象
と
し
た
調
査
で
も
、

10

29

１
日
の
ゲ
ー
ム
時
間
が
長
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
昼
夜
逆
転
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
た
（
樋
口
，
2020）。
こ
れ
ら
の
結
果
は
ゲ
ー
ム
障
害
が
、
若
年
層
の
男

性
に
お
い
て
重
要
な
精
神
疾
患
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。

22

ゲーム障害もしくはインターネッ
トゲーム障害が国際疾病分類や診
断基準に採用された。
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Ｑ

：
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
な
ど
、
投
映
法
性
格
検
査
の
信
頼
性
や
妥
当
性
は
確
立
し
て
い
る

18
の
か
？

Ａ

：
投
映
法
に
は
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
の
他
に
も
、
Ｔ
Ａ
Ｔ
（

）、
文
章

18

T
hem

aticA
ppreciation

T
est

完
成
法
テ
ス
ト
、
Ｐ
-Ｆ
ス
タ
デ
ィ
な
ど
が
あ
る
（
注
）。
い
ず
れ
も
検
査
の
信
頼
性
と
妥
当
性
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
に
関
し
て
は
複
数
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
法
が

存
在
し
、
日
本
と
米
国
で
は
異
な
っ
た
方
法
を
用
い
て
い
る
。
米
国
で
は
包
括
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
手
法
で
は
思
考
障
害
の
診
断
、
治
療
効
果
の
予
測
、
依
存
性
行
動
の
評
価
、
統
合
失
調
症
と
境

界
型
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
の
診
断
に
関
し
て
は
妥
当
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
（

）。

Garb
etal.,2005

注

：
投
影
法
に
よ
る
性
格
検
査
は
、
曖
昧
な
図
形
、
絵
、
文
章
を
提
示
し
て
被
験
者
の
考
え
方
を
引
き
出
し
、
そ
の
内
容
を

標
準
化
さ
れ
た
手
順
で
ス
コ
ア
化
す
る
手
法
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。

ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
：
左
右
対
称
の
イ
ン
ク
の
し
み
の
よ
う
な
図
形
を
見
て
何
に
見
え
る
か
答
え
る
。

Ｔ
Ａ
Ｔ
：
簡
単
な
絵
を
見
な
が
ら
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
被
験
者
に
作
ら
せ
る
。

文
章
完
成
法
テ
ス
ト
：
曖
昧
な
内
容
の
文
章
を
読
ん
で
被
験
者
に
完
成
さ
せ
る
。

Ｐ
-Ｆ
ス
タ
デ
ィ
：
日
常
的
な
葛
藤
場
面
の
絵
を
見
て
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
答
え
る
。

第１章 精神障害一般
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Ｑ

：
精
神
障
害
に
精
通
し
た
者
が
精
神
障
害
者
の
ふ
り
を
装
う
こ
と
は
で
き
る
か
？

19

Ａ

：「
ル
ポ
・
精
神
病
棟
（
大
熊
，
1981）」
で
は
、
新
聞
記
者
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
の
ふ
り
を
し
て
精

19
神
科
病
院
に
入
院
し
、
病
棟
内
で
の
様
子
を
克
明
に
観
察
し
た
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
担
当
医
は
何
の

た
め
ら
い
も
な
く
、
記
者
を
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
し
て
妻
の
同
意
の
も
と
で
入
院
さ
せ
て
い
る
。
約

日
間
の
入
院
生
活
の
後
に
記
者
は
妻
と
の
面
会
時
に
退
院
の
サ
イ
ン
を
送
り
、
そ
の
後
に
妻
は
担
当
医
に

10退
院
を
依
頼
し
て
無
事
に
退
院
す
る
と
い
う
顛
末
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
に
新
聞
に
連
載
さ
れ

話
題
に
な
り
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
絶
版
と
な
っ
た
が
、
現
在
は
電
子
書
籍
で
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
描
か
れ
て
い
る
様
子
は
今
か
ら

年
前
の
状
況
で
あ
り
、
現
在
の
精
神
科
病
院

50

の
状
況
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
後
の
わ
が
国
の
精
神
医
療
は
、
精
神
保
健
福

祉
法
や
医
療
観
察
法
の
制
定
、
不
況
下
で
の
自
殺
死
亡
率
の
増
加
な
ど
を
経
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

Ｑ

：
精
神
障
害
と
甘
え
の
関
連
性
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

20

Ａ

：
甘
え
は
相
手
の
好
意
を
あ
て
に
し
て
振
舞
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
、
甘
え
は
日
本
人
心
性
の
鍵
に
な
る
概

20

24
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念
と
い
わ
れ
て
い
る
（
土
居
，
2001）。
健
康
で
素
直
な
甘
え
と
と
も
に
、
不
健
康
で
屈
折
し
た
甘
え
も
存
在

す
る
。
甘
え
は
自
己
愛
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
自
己
愛
的

甘
え
と
は
甘
え
が
満
た
さ
れ
ず
、
甘
え
た
く
と
も
甘
え
ら
れ
な
い
た
め
に
一
方
的
な
自
己
愛
的
要
求
を
伴
う

状
態
で
あ
る
。
そ
の
屈
折
し
た
表
現
と
し
て
、
不
適
切
な
行
動
を
し
て
相
手
に
迷
惑
を
か
け
て
も
許
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
過
剰
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
る
。
自
己
愛
型
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
に
お
け
る
、
誇
大
的
で
他
者

に
無
関
心
な
タ
イ
プ
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
逆
に
他
者
の
言
動
に
過
敏
な
タ
イ
プ
も
あ
り
、
対
人
恐
怖
や
社

交
不
安
障
害
な
ど
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
「
す
ね
る
」、「
ひ
ね
く
れ
る
」、「
ふ
て
く
さ
れ
る
」、「
ひ
が

む
」、「
む
か
つ
く
」
な
ど
の
感
情
は
、
屈
折
的
甘
え
の
異
な
っ
た
表
現
方
法
で
あ
る
（
稲
垣
，
2007）。

Ｑ

：
精
神
障
害
と
健
常
と
の
境
目
は
明
確
な
の
か
？

す
べ
て
の
人
が
精
神
障
害
に
関
連
し
た
要

21
素
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ

：
正
常
と
異
常
と
の
境
界
は
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
よ
ば
れ
る
概
念
で
考
え
る
必
要
が

21
あ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
は
対
象
の
特
性
を
評
価
す
る
場
合
に
、
連
続
的
に
変
化
す
る
数
値
と
し
て
捉
え
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
虹
の
７
色
は
見
た
目
に
は
分
離
し
て
見
え
る
が
、
物
理
的
に
は
光
の
周
波
数
は
連

続
的
で
あ
り
、
ど
こ
か
１
点
で
色
を
区
別
で
き
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
精
神
障
害
と
健
常

第１章 精神障害一般
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の
間
も
、
あ
る
一
点
で
両
者
を
明
確
に
区
別
で
き
る
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
判
断
は
、
所
属
す
る
文
化
や
歴
史

に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
加
え
て
、
す
べ
て
の
人
に
何
ら
か
の
精
神
病
理
的
問
題
が

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時

に
、
患
者
の
な
か
に
も
健
康
な
部
分
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
概
念
は
モ
ザ
イ
ク
と
し
て
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
モ
ザ
イ
ク
で
は
健
常
な
部
分
と
病
的
な
部

分
が
複
雑
に
混
ざ
り
あ
っ
て
お
り
、
そ
の
ど
ち
ら
が
多
く
含
ま
れ
る
か
で
疾
病
と
健
常
に
分
か
れ
る
に
す
ぎ

な
い
。
特
に
精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
患
者
に
内
在
す
る
健
常
な
部
分
を
探
し
出
し
、
そ
れ
を
伸
ば
し
育
て
る

こ
と
が
社
会
復
帰
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

Ｑ

：
患
者
を
診
察
す
る
と
き
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
何
か
？

22

Ａ

：「
日
常
臨
床
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
・
リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ト
」（
笠
原
，
2007）
に
よ
る
と
、
以
下
の
９
項
目

22
が
重
要
で
あ
る
。
⑴
病
人
が
言
語
的
非
言
語
的
に
自
分
を
表
現
で
き
る
よ
う
配
慮
を
す
る
、
⑵
基
本
的
に
は

非
指
示
的
な
態
度
を
持
し
、
病
人
の
心
境
や
苦
悩
を
「
そ
の
ま
ま
」
受
容
し
て
了
解
す
る
こ
と
に
努
力
を
惜

26

正常と異常の境目はス
ペクトラム（上）やモザ
イク（下）などという概
念を使うと考えやすい。
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し
ま
な
い
、
⑶
病
人
と
協
力
し
て
繰
り
返
し
問
題
点
を
整
理
し
、
彼
に
内
的
世
界
の
再
構
成
を
促
す
、
⑷
治

療
者
の
人
生
観
や
価
値
観
を
押
し
つ
け
な
い
範
囲
で
、
必
要
に
応
じ
て
日
常
生
活
上
で
の
指
示
、
激
励
、
医

学
的
啓
発
を
行
う
、
⑸
治
療
者
へ
の
病
人
の
感
情
転
移
現
象
に
つ
ね
に
留
意
す
る
、
⑹
深
層
へ
の
介
入
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
、
⑺
症
状
の
陽
性
面
の
後
ろ
に
隠
さ
れ
て
い
る
陰
性
面
（
例
え
ば
心
的
疲
労
）
に
留

意
し
、
そ
の
面
で
の
悪
条
件
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
、
⑻
必
要
と
あ
ら
ば
神
経
症
に
対
し
て
も
薬
物
の

使
用
を
躊
躇
し
な
い
、
⑼
短
期
の
奏
功
を
期
待
せ
ず
、
変
化
に
必
要
な
時
間
を
十
分
に
と
る
。

Ｑ

：
診
断
が
う
ま
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
か
？

治
療
経
過
に
よ
っ
て
診
断
名

23
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
る
か
？

Ａ

：
初
診
時
の
臨
床
診
断
は
外
因
性
―
内
因
性
―
心
因
性
の
順
番
に
検
討
し
て
い
く
。
最
初
に
外
因
性
精
神
障

23
害
を
除
外
す
る
の
は
、
脳
器
質
性
疾
患
や
薬
物
に
よ
っ
て
生
じ
た
病
態
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
早
急
に
治
療

ま
た
は
離
脱
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
内
因
性
精
神
障
害
（
統
合
失
調
症
や
双
極
性
障

害
な
ど
）
を
疑
わ
せ
る
所
見
が
な
い
か
ど
う
か
、
発
達
期
の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
慎
重
に
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
心
因
性
精
神
障
害
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
内
因
性
の
場
合
に
お
い
て
も
心
因
が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
両
者
は
並
行
し
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
手
順
を
踏
み
な
が
ら
、
同

第１章 精神障害一般
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時
に
Ｄ
Ｓ
Ｍ
や
Ｉ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
操
作
的
診
断
基
準
を
念
頭
に
置
い
て
、
症
状
と
基
準
項
目
を
対
応
さ
せ
て
い

く
。
最
終
的
に
そ
の
時
点
で
最
も
妥
当
性
の
高
い
診
断
に
辿
り
着
く
と
い
う
の
が
、
多
く
の
臨
床
家
の
行
っ

て
い
る
手
順
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
診
断
が
う
ま
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合

で
も
暫
定
的
な
診
断
を
も
と
に
、
初
期
治
療
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
治
療
を
通
じ
て
症
状
の
改
善
が

み
ら
れ
れ
ば
、
暫
定
的
な
診
断
も
次
第
に
確
定
的
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
治
療
が
上
手
く
進
ま

な
い
場
合
は
、
ま
た
も
と
の
診
断
に
戻
っ
て
考
え
直
し
て
い
く
と
い
う
手
続
き
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
症
例
で
は
最
初
の
診
断
名
が
、
経
過
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
特
に

発
症
よ
り
少
し
前
の
時
期
に
は
、
非
特
異
的
な
症
状
で
あ
る
不
安
、
不
眠
、
無
気
力
、
不
機
嫌
な
ど
が
目
立

つ
。
さ
ら
に
病
状
が
進
行
し
て
発
症
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
抑
う
つ
や
幻
覚
な
ど
の
軽
微
な
症
状
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
最
終
的
な
診
断
が
下
さ
れ
る
に
は
、
明
確
な
抑
う
つ
感
や
意
欲
と
興
味
の
低
下
、

も
し
く
は
幻
覚
妄
想
な
ど
の
出
現
を
み
る
の
で
あ
る
（

）。

O
s,2013

Ｑ

：
国
の
方
針
や
施
策
で
精
神
疾
患
の
診
断
基
準
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
？

24

Ａ

：
日
本
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
作
成
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｄ
と
米
国
精
神
医
学
会
の
作
成
し
た
Ｄ
Ｓ
Ｍ
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、

24

28
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こ
れ
ら
の
基
準
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
日
本
の
基
準
も
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
以
来
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
新
た
な
診
断
基
準
が
つ
く
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ゲ
ー
ム
依
存
の
増
加
に
伴
い
、（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
ゲ
ー
ム
障
害
の
基
準
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
国
ま
た
は
時
代
で
特
別
に
重
症
度
が
高
く
、
広
く
国
民
の
健
康
に
関
わ
る
問
題
が
あ
れ
ば
独

自
の
基
準
を
設
け
る
可
能
性
は
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
を
下
げ
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
中
高
年
の
働
き
過
ぎ
に
よ
る
過
労
自
殺
は
、
世
界
的
に
み
て
も
類
型
を
あ
ま
り
見
い
出
せ
な
い
病
態

で
あ
る
。
そ
の
診
断
や
予
防
に
関
し
て
の
知
見
が
得
ら
れ
れ
ば
、
社
会
的
な
価
値
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

い
じ
め
の
被
害
に
よ
る
未
成
年
の
自
殺
も
、
少
数
で
は
あ
る
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
関

す
る
、
高
い
特
異
性
を
も
っ
た
診
断
基
準
の
作
成
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

Ｑ

：
精
神
疾
患
は
社
会
に
関
わ
る
病
な
の
で
、
精
神
医
療
が
行
っ
て
い
る
社
会
へ
の
取
り
組
み
を

25
知
り
た
い
。
な
か
で
も
予
防
的
視
点
に
つ
い
て
。

Ａ

：
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
自
殺
対
策
で
あ
る
。
日
本
人
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
は
平
成

（
１
９
９
８
）
年
か
ら
激

25

10

増
し
、
そ
れ
に
対
し
て
平
成

（
２
０
０
６
）
年
自
殺
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。
同
時
に
自
殺
予
防
総

18
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合
対
策
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
自
殺
予
防
対
策
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
方
自

治
体
に
お
い
て
「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
行
動
計
画
」
策
定
の
支
援
や
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
「
い
の
ち

支
え
る
自
殺
対
策
」
の
提
案
、
自
殺
未
遂
者
・
遺
族
支
援
と
し
て
心
理
的
影
響
の
緩
和
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
る
。
取
り
組
み
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
研
究
成
果
や
統
計
に
基
づ
き
地
域
の
自
殺
の
実
態
を
把
握
し
自

殺
対
策
の
改
善
に
資
す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
こ
の
数
年
は
自
殺
死
亡
率
の
低

下
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
：

）

D
isasterPsychiatricA

ssistanceT
eam

で
あ
る
。
災
害
や
犯
罪
・
事
故
な
ど
の
集
団
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
地
域
の
精
神
医
療
機
能
が
一
時

的
に
低
下
し
、
さ
ら
に
災
害
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
新
た
に
精
神
的
問
題
が
生
じ
る
な
ど
、
精
神
医
療
へ
の

需
要
が
拡
大
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
被
災
地
域
の
精
神
医
療
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
他
の
医
療
体
制
と
の

連
携
、
専
門
性
の
高
い
精
神
科
医
療
の
提
供
と
精
神
保
健
活
動
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
た
め
に
都
道
府
県
な
ど
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
、
専
門
的
な
研
修
・
訓
練
を
受
け
た
災
害
派
遣
精
神

医
療
チ
ー
ム
が
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
で
あ
る
。
災
害
当
日
か
ら
遅
く
と
も

時
間
以
内
に
精
神
科
医
師
、
看
護
師
、
薬

72

剤
師
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を
現
地
へ
派
遣
す
る
。
活
動
内
容
は
災
害
に
よ
っ
て
障
害
さ
れ
た

精
神
医
療
シ
ス
テ
ム
の
支
援
、
地
域
精
神
科
医
療
機
関
の
機
能
の
補
完
、
災
害
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
新
た
に

生
じ
た
精
神
的
問
題
を
抱
え
る
住
民
へ
の
対
応
な
ど
を
行
う
。
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